
令
和
６
・
７
年
度

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員

会
長

　

延
寿
会�

山
㟢　

一
男

副
会
長

　

東
四
長
寿
会�

太
田　

建
夫

　

善
正
友
の
会�

松
岡　
　

弘

　

な
ぎ
さ
麗
樹
会�

河
瀬　

武
則

　

扇
子
田
長
寿
会�

高
山　
　

稔

　

谷
河
内
集
和
会�

橋
本　

政
勝

　

七
寿
会�

田
中　

正
実

総
務
部
長

　

今
井
長
寿
会�

大
山　

芳
男

総
務
副
部
長

　

西
南
福
寿
会�

太
田
二
三
子

総
務

　

一
之
江
長
寿
会�

佐
藤　

和
子

　

友
和
こ
と
ぶ
き
会�

鶴
岡　

重
彦

　

第
三
長
命
会�

川
島　

雄
次

　

鹿
骨
第
一
健
和
会�

田
島　

幹
久

会
計

　

第
二
新
田
長
寿
会�

関
口
千
鶴
子

　

平
井
東
長
寿
会�

林　
　

敬
三

監
事

　

東
小
岩
一
丁
目
東
寿
会

�

花
房
ハ
ル
ミ

　

興
宮
交
友
会�

髙
橋　

芳
嗣

研
修
部
長

　

一
之
江
こ
だ
ま
長
寿
会

�

磯
野　
　

正

保
健
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　

上
一
色
西
睦
会�

三
宅
み
さ
子

奉
仕
部
長

　

福
寿
会�

五
十
嵐
か
ず
子

広
報
部
長

　

さ
ざ
な
み
会�

赤
羽
根
智
英
子

西
小
岩
中
央
米
寿
会�

加
藤　

英
子

小
岩
福
徳
会�

佐
々
木
皇
持

一
之
江
南
部
長
寿
会�

岩
楯　

伸
次

新
任
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

上
篠
崎
喜
良
久
会�

須
田　

ミ
チ

巽
松
寿
会�

前
田
美
智
子

萬
年
青
会�

服
部　

泰
晴

上
一
色
南
部
親
交
会�

丸
山　

邦
三

本
郷
第
二
五
月
会�

田
村
榮
四
郎

東
二
会�

山
口　

菊
江

宇
喜
田
三
角
寿
会�

伊
藤
タ
カ
イ

谷
河
内
長
寿
会�

反
町　

友
子

東
松
南
友
和
会�

田
中
か
つ
え

23
号
棟
慶
寿
会�

渡
邉　

敏
信

宇
喜
田
第
二
住
宅
五
和
会

�

鈴
木　
　

稔

清
新
北
ハ
イ
ツ
若
葉
ク
ラ
ブ

�

野
上　

直
美

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル�

満
江　

信
之

超
壮
年
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

�

市
川　

英
世

葛
西
熟
年
野
球
ク
ラ
ブ�

佐
藤　

智
徳

【
く
す
の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

す
ず
ら
ん
ハ
イ
ビ
ス
会

�

落
合　

清
子

つ
く
し
の
会�

岩
下　

成
雄

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

�

　

佐
川　

信
夫

ニ
ュ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
東
京

�

遠
藤　

敬
一

な
ぎ
さ
吹
き
矢
サ
ー
ク
ル

�

南
波　

裕
子

【
く
す
の
き
文
化
ク
ラ
ブ
】

Ｐ
．Ｃ
コ
マ
ク
サ
の
会�

中
野
不
二
江

カ
ス
テ
ッ
ロ�

麻
田　

利
子

福
柳
会�

梨
本　

英
実

レ
イ
ン
ボ
ー�

久
保
田
敏
子

く
る
み
会�

小
林
達
之
助

イ
イ
ヴ
ィ�

菅
野　

光
司

金
友
会�

横
田　
　

勲

美
山
会�

渋
谷　

富
子

コ
ン
テ
サ
ン
バ
ー
ナ�

田
上　

良
秀

仏
像
彫
刻
い
ろ
は�

森
田　

紘
一

龍
雲
会�

小
平　

勝
彦

新
設
ク
ラ
ブ
・
新
任
会
長
紹
介

�

（
敬
称
略
）

５月 13日 ( 月 ) に、くすのきクラブ連合会定期通常総
会がタワーホール船堀にて行われ、各議事は承認されまし
た。任期満了による役員改選では、新役員が選出され連合
会会長には山㟢会長が再任されました。

また、退任された会長には、これまでのご功績を称えて感謝
状が贈られました。5年ぶりの懇親会では、和やかな雰囲気の
中、各クラブの情報交換が行われ、新年度のスタートに弾みが
つくひと時となりました。

退任会長記念撮影

くすのきクラブ連合会くすのきクラブ連合会
令和６年度定期通常総会令和６年度定期通常総会

再
開
ク
ラ
ブ
・
新
任
会
長
紹
介

�

（
敬
称
略
）

新
二
之
江
さ
く
ら
会�

大
浦　

哲
也

退
任
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

小
岩
福
徳
会�

石
井　
　

子

一
之
江
南
部
長
寿
会�

堀
江　

保
夫

上
篠
崎
喜
良
久
会�

堀
川　

和
男

巽
松
寿
会�

宮
崎　

鎭
雄

萬
年
青
会�

倉
橋　

延
宜

上
一
色
南
部
親
交
会�

秋
元　

正
臣

若
竹
会�

恩
田　

晴
子

船
堀
三
丁
目
喜
生
会�

尾
内　

芳
平

船
堀
永
寿
会�

粟
飯
原
安
子

宇
喜
田
三
角
寿
会�

関
原　

千
振

谷
河
内
長
寿
会�

芦
田　

昭
八

23
号
棟
慶
寿
会�

安
田　

良
一

宇
喜
田
第
二
住
宅
五
和
会

�

菊
池
八
重
子

清
新
北
ハ
イ
ツ
若
葉
ク
ラ
ブ

�

岡
本　

智
博

二
反
割
ク
ラ
ブ�

石
渡　

武
男

船
五
長
栄
会�

渋
谷　

正
一

北
葛
西
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

�

石
黒�

三
郎

超
壮
年
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

�

磯
野　
　

弘

葛
西
熟
年
野
球
ク
ラ
ブ

�

金
野　

利
則

Ｉ
Ｂ
Ｃ
一
之
江
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

�

倉
谷　

一
春

訃　

報
（
敬
称
略
）

西
小
岩
中
央
米
寿
会

　
　
　
　
　
　
　

�

野
村　

和
男

�【
前
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
】

本
郷
第
二
五
月
会　
諏
訪　

昭
吉

東
二
会　
　
　
　

加
藤　
　

功

東
松
南
友
和
会　

�

大
野　
　

茂

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル　

由
谷　

至
和

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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もっと楽しくなる「クラブ活動の秘訣」

江戸川２丁目アパートの集会室で活動を行っている福寿

会では、97 名だった会員数が、１年間で 13 名増え、

110 名となりました。会員の増加率が 13．4％となった

ことで、「くすのきクラブ会員増強推進表彰」で表彰され

ました。

会員の獲得に向け、

どのような活動をされ

ているのか、五十嵐会

長に伺いました。

クラブの該当住所地

の全対象世帯への積極

的な声掛けや、各棟の

掲示板に手作りの活動

上一色コミュニティセンターで活動を行っている上一色

南部親交会は、１年間の活動回数が 558回と、くすのき

クラブの中でトップクラスとなっています。

３月末まで会長を務めていた秋元前会長に伺いました。

予定表を掲示して周知したり、周辺病院の休診日に合わせ

て活動日を組むなど、１人でも多くの会員が参加できるよ

うに工夫されているとのことでした。

�リズム運動の会場では、皆さん和気あいあいと、とて

も楽しく参加されていました。

○活動内容

ラジオ体操(毎朝 )・リズム運動(週1回 )・輪投げ(月1回 )

仲良く、健康でいるこ

とを目標に、多種多様な

活動を積極的に行ってい

ます。

持ち寄ったテレビで曲

を流し、歌詞カードを見

ながらの合唱や、毎週欠

かさず体を動かせるよう

な活動が、水曜日から土

曜日まで、毎日行われています。

活動を見た方や、会員の口コミにより、自然と入会者が

集まり、にぎやかなクラブとなってい

ます。

○活動内容

カラオケ・ウクレレ・リズム運動・ボッ

チャ・輪投げ (毎週 )

No.57 福寿会

No.73 上一色南部親交会

五十嵐かず子　会長

秋元　正臣　前会長
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①積極的な声掛け

③活動自体の活発化

くすのきクラブＰＲチラシ作成
受付中

②会長・役員の積極的な参加

④会報（ＰＲチラシ）の作成

くすのきクラブ　会員募集！

クラブ活動をより
活発にする

4つのポイント
会員数

増加クラブに
聞いた！

「くすのきクラブ」の存在

自体を知らない方もたくさん

います。まずはクラブを知っ

てもらうために、積極的に声

掛けを行ってみましょう。

活動が活発なクラブに共通する

のは、会長・役員が活動に積極的で

あり、楽しんでいることでした。活

発化に向けて、自分たちがやりたい

活動を新たに取り入れてみましょ

う。

会報を作成することによ

り、活動日が忘れられること

なく会員の参加率が上昇する

とともに、会員から友人への

勧誘活動にも使用できるな

ど、幅広く活用できます。

くすのきクラブは区内 60歳以上の熟年者が、健康づ

くりや仲間づくりを目的に集まった団体です。現在、

173クラブが地域で元気に楽しく活動しています。

くすのきクラブに入会された方には、船堀シネパル鑑

活動回数の増加や新たな活

動は、会場を訪れた方の目に

触れる機会の増加につなが

り、多くの人の興味を引く

チャンスです。活動を楽しむ

会員の様子を見て入会する人

も少なくありません。

区役所生きがい係では、新会員勧誘用の「く
すのきクラブＰＲチラシ」をクラブの活動内容
に合わせ作成しています。ぜひ活用し、新会
員の獲得にお役立てください！ご利用を希望さ
れるクラブはお電話で予約いただけます。

賞券を差し上げます。ぜひ、この機会に入会をご検討く

ださい！

【問い合わせ先】区役所本庁舎 2 階 3 番窓口　福祉推進課生きがい係　☎ ５６６２－００３９

船堀シネパル
800円鑑賞券

新規入会特典
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【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
の
会
は
西
小
岩
寿
会

で
、
昭
和
41
年
に
発
足
し
、
今
年

の
9
月
で
58
周
年
に

な
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

現
在
会
員
は
54
名

で
、
主
に
西
小
岩
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
運
動
を
毎

週
開
催
し
、
会
員
も

元
気
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
年
に
1
度
、

西
小
岩
3
丁
目
公
園
で
行
わ
れ
る

町
会
の
お
祭
り
で
も
リ
ズ
ム
運
動

を
行
い
、
皆
楽
し
ん
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
3

カ
月
に
1
回
誕
生
日

会
を
行
い
、
12
人
か

ら
13
人
程
度
の
会
員

が
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ

ケ
や
ボ
ッ
チ
ャ
、
輪

投
げ
な
ど
会
員
皆
が

楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
熟
年

文
化
祭
・
小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

の
発
表
会
に
て
合
唱
を
披
露
す
る

な
ど
、
ク
ラ
ブ
外
の
活
動
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

年
に
1
度
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
千
葉
方
面
に

て
い
ち
ご
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。

25
人
が
参
加
し
、
仲
間
が
作
れ
た

と
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

毎
月
、
行
事
予
定
表
を
手
作
り

で
作
成
し
、
会
員
の
皆
様
に
配
っ

て
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
の
魅

力
を
発
信
し
、
会
を
知
っ
て
も
ら

い
入
会
を
図
り
、
よ
り
賑
や
か
な

ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ク ラ ブ 紹 介

多
彩
な
活
動
で
い
つ
も
楽
し
く

第五長命会
会長：保戸田　章房
会員：97 名

葛西
地区

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
第
五
長
命
会
は
、
主
に

長
島
会
館
と
長
島
桑
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
を
使
用
し
、
多
岐
に
わ

た
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

毎
月
行
っ
て
い
る
ゆ
る
や
か
な

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
、
会
員
の
運

動
不
足
の
解
消
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
春
と
秋

に
は
葛
西
中
学
校
周
辺
の
美
化
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
を
動
か

す
活
動
だ
け
で
な
く
コ
ー
ラ
ス
も

行
っ
て
お
り
、
15
人
ほ
ど
の
会
員

が
楽
し
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
独
自
の
活
動
と
し
て

は
、
毎
年
長
島
香
取
神
社
に
て
行

わ
れ
る
秋
奉

納
演
芸
大
会

に
出
演
し
て

い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
か
ら
15

人
ほ
ど
が
参

加
し
、
会
員

は
舞
台
で
の

コ
ー
ラ
ス
や

音
楽
と
運
動
で
つ
な
が
る
喜
び

踊
り
を
と
て
も

楽
し
ん
で
い
ま

す
。
他
に
も
、

同
神
社
で
行
わ

れ
る
盆
踊
り

や
、
第
二
葛
西

小
学
校
で
行
わ

れ
る
長
島
・
桑

川
合
同
運
動
会

に
参
加
す
る
な

ど
、地
域
行
事
に
も
多
く
参
加
し
、

近
隣
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
盛

ん
で
、
毎
週
行
っ
て
い
る
リ
ズ
ム

運
動
や
毎
月
行
っ
て
い
る
誕
生
会

は
4
ク
ラ
ブ
合
同
で
70
人
か
ら
80

人
の
方
に
ご
参
会
い

た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
大
所
帯
で
行
う

リ
ズ
ム
運
動
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
特
に
気
を
付
け
て

お
り
、
会
員
皆
マ
ス

ク
や
手
洗
い
、
う
が

い
、
換
気
等
互
い
に

注
意
し
な
が
ら
出
席

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
継

続
し
つ
つ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
会
員
の
皆
さ
ん
が

楽
し
め
る
よ
う
な
活
動
を
増
や
す

な
ど
、
工
夫
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小岩
地区

西小岩寿会
会長：川﨑　文夫
会員：54 名

みんな笑顔でリズム運動

リズムに合わせたダンスで元気に

舞台上に歌声響く

楽しい輪投げのひと時
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ク ラ ブ 紹 介

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
江
戸
川

区
の
中
央
に
位
置
す
る
五
南
会
館

を
活
動
拠
点
と
し
、
交
通
と
騒
音

に
悩
ま
さ
れ
る
日
々
で
す
。
昭
和

43
年
7
月
に
創
設
し
、
発
足
当
初

は
１
３
０
～
１
４
０
名
が
在
籍
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
減
少

し
、
45
～
50
名
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
増
強
に
努
力
す
る
も

結
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
結
果

が
出
る
ま
で
努
力
し
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
毎
週
リ
ズ

ム
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
10
～
18

名
の
会
員
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
、
会
員
の
反
応
も
良
い
で
す
。

ま
た
年
に
1
度
誕
生
会
を
行
う

と
、
会
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も

喜
ん
で
く
だ
さ
り
ま
す
。そ
の
他
、

中
央
2
丁
目
交
差
点
付
近
で
2
～

3
名
の
会
員
が
毎
日
見
守
り
活
動

を
行
っ
た
り
、
大
杉
小
学
校
に
て

毎
年
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
会
員

10
～
15
名
程
度
で
参
加
し
て
お
り

ま
す
。

当
会
も
高
齢
化
の
進
み
や
運
営

委
員
会
も
忙
し
す
ぎ
る
た
め
、
な

か
な
か
会
の
運
営
に
気
が
回
ら
ず

停
滞
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

心
ひ
く
も
の
や
興
味
の
あ
る
も
の

を
探
し
て
提
供
し
、
活
動
を
よ
り

活
発
に
し
て
会
員
増
強
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
運
営
費

の
使
用
も
、
建
前
で
は
な
く
実
質

的
な
使
用
を
認
め
て
、
会
の
活
動

に
有
意
義
で
あ
る
と
思
え
ば
、
程

度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
会
の
自
由

裁
量
を
認
め
る
か
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
要
望
に
応
え

な
が
ら
、
積
極
的
に
ク
ラ
ブ
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
声
が
活
動
を
創
る

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
、
く
す
の
き
友
和
こ
と

ぶ
き
会
は
、
平
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
等
を
拠
点
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
リ
ズ
ム
運
動
は
平
井
東

長
寿
会
と
合
同
で
行
い
、
計
40
名

ほ
ど
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
年
末
に
は
リ
ズ
ム
の
仲
間
と

食
事
会
を
行
い
、
50
名
ほ
ど
が
毎

年
楽
し
み
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

月
2
回
の
合
唱
も
実
施
し
て
お

り
、
歌
好
き
の
会
員
の
方
々
が
自

慢
の
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す

が
、
年
老
い
て
、
年
々
参
加
で
き

な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状

で
す
。

ま
た
友
和
こ
と
ぶ
き
会
で
は
会

員
の
要
望
に
合
わ
せ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
輪
投

げ
な
ど
を
週
2
回
行
っ
て
お
り
、

幅
広
い
活
動
で
繋
が
る
楽
し
さ

各
活
動
ご
と
に
約
7
～
10
名
の
運

動
好
き
な
方
が
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
会
員
交
流
の
場
と
し

て
新
年
懇
親
会
・
お
花
見
な
ど
と

い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
小
松
川
区
民
館
や
逆
井
公
園
を

使
用
し
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

年
3
回
を
目
安
に
30
人
～
50
人
の

会
員
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
ま

す
。多

数
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
わ

が
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
針
は
、
ど
の

活
動
も
総
じ
て
、
よ
り
大
人
数
の

参
加
を
募
る
た
め
、
曜
日
や
時
間

な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
運
営
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
て
い
た
際
も
、
パ
ネ
ル

の
利
用
や
マ
ス
ク
の
着
用
・
体
温

測
定
を
行
い
、
少
し
で
も
集
ま
れ

る
機
会
を
作
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
一
層
ク
ラ
ブ
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
カ
ラ
オ
ケ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
各
種
懇
談
会
な

ど
、
よ
り
会
員
の
希
望
す
る
活
動

を
増
や
し
続
け
、
さ
ら
に
ク
ラ
ブ

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

友和ことぶき会
会長：鶴岡　重彦
会員：106 名

小松川
地区

五南長寿会
会長：岩﨑　雅浩
会員：44 名

松江
地区

笑顔で集まり記念の一枚

楽しさいっぱいボッチャ
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わ
が
プ
ロ
バ
ン
ス
会

の
活
動
紹
介
で
す
。

定
例
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
リ
ズ
ム
運
動
、
合

唱
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
目
玉
イ
ベ
ン
ト
は

年
２
回
の
「
街
巡
り
」

で
す
。
30
人
規
模
で
、

東
西
線
を
利
用
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
名
所
旧
跡
な

ど
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、
月
島
も
ん
じ
ゃ
、
日
本
橋
出
発

の
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
、
深
大
寺
・
神
代

植
物
公
園
、
等
々
力
渓
谷
、
小
石
川
後

楽
園
、
迎
賓
館
、
新
宿
御
苑
な
ど
で
す
。

最
後
は
食
事
会
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

高
齢
者
集
団
で
す
か
ら
、
迷
子
が
出
な

い
よ
う
７
・
８
人
規
模
で
班
編
成
を
行

い
、黄
色
の
手
旗
を
目
印
に
歩
き
ま
す
。

ト
イ
レ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
エ
レ

『
我
が
ク
ラ
ブ
』

清
新
南
ハ
イ
ツ
プ
ロ
バ
ン
ス
会　

 

田
巻　
　

誠

広報部員コーナー
～葛西地区～

ベ
ー
タ
ー
の
有
無
な
ど
は
、
下
見
で
確

認
し
ま
す
。
み
ん
な
で
食
事
が
で
き
る

場
所
を
事
前
に
探
し
予
約
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
、久
し
振
り
に「
街

巡
り
・
屋
形
船
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

24
名
参
加
で
す
。
私
は
昼
間
の
屋
形
船

が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
新
鮮
で
し
た
。

木
場
に
あ
る
「
深
川
吉
野
家
」
か
ら
出

発
し
、
東
京
湾
の
河
川
、
運
河
を
お
台

場
で
休
憩
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻
っ
て
く

る
コ
ー
ス
で
す
。
貸
切
船
で
、
２
時
間

半
、
見
学
・
食
事
・
カ
ラ
オ
ケ
と
楽
し

み
ま
し
た
。
料
金
は
ひ
と
り
１
万
円
。

写
真
は
船
内
と
屋
上
デ
ッ
キ
で
す
。
海

か
ら
だ
と
東
京
湾
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
物

が
よ
く
見
え
ま
す
。
海
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
船
着
き
場
付
近
で
は
川
底
が
見

え
る
ほ
ど
で
驚
き
ま
し
た
。「
屋
形
船

は
夜
よ
り
も
昼
間
が
い
い
な
」
と
実
感

し
た
船
旅
で
し
た
。

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
も
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　　令和６年度〈地区リズム運動体験教室　スケジュール〉

小学校 曜日 開始 開催日程

松江小学校 日 10時 6/16・9/22・10/20

第三松江小学校 土 10時 6/8・9/7・10/5

小松川小学校 日 10時 6/9・9/8・10/6

平井西小学校 土 10時 6/22・9/21・10/19

船堀第二小学校 日 10時 6/16・9/1・10/6

第二葛西小学校 土 10時 6/22・9/21

西葛西小学校 日 10時 6/9・9/8・10/27

小学校 曜日 開始 開催日程

東小岩小学校 日 13時 6/16・9/22・10/20

西小岩小学校 日 10時 6/9・9/1・10/6

下鎌田小学校 土 10時 6/8・9/7・10/12

南篠崎小学校 日 13時 6/9・9/1・10/6

篠崎第二小学校 日 10時 6/9・9/1・10/6

篠崎第四小学校 土 13時 6/8・9/21・10/19

※開催日時は中止となる場合があります。　※７月、８月は全会場で休止となります。
【お問い合わせ】区役所生きがい係　℡ 03（5662）0039
※各小学校へのお問い合わせはご遠慮ください

青空の下、潮風に吹かれて

波に揺られて、船上での宴

会場が増えました !
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2000人以上の方がシルバー人材センターを通じて働いています。
シルバ―人材センターでは企業や区、一般のご家庭からさまざまな仕事をお引き受けし、
地域の熟年者に提供しています。熟年者が地域で働くことを通じて、活力ある地域づくりに
貢献するとともに、健康と生きがいづくりを応援します。

特徴その１

ライフスタイルに
合わせて仕事が
選べます

会員自ら仕事を選ぶので、
無理なく働くことができま
す。内容・時間も調整でき、
兼業も可能です。

特徴その２

就業後も
センターが

しっかりサポート

就業した後も研修を実施
し、お仕事に必要な情報を
提供します。仕事や健康面
での不安も、いつでもご相
談いただけます。

「自分にもできるかな？」
興味が出ましたら、

入会説明会に
ご参加ください！

健康で働く意欲のある、区内
在住の 60 歳以上の方なら、どな
たでも会員になれます（年会費
1,000 円）。
まずは、入会説明会（1時間程度）
をご予約ください。

【入会説明会】
会場・本部（西小松川町 34-1）
　　・葛西分室（宇喜田町 191）
　　・小岩分室（東小岩 6-15-2）
日程　各会場で月 2回
	 （各 10：30～、13：15～、
	 14：45～）

公益社団法人�江戸川区シルバー人材センター
本部　☎3652-5091　　葛西分室　☎3686-5341
小岩分室　☎3650-3335（平日 8：30～ 17：15）

新
緑
が
映
え
、
つ
ば
め
や
小
鳥
た
ち
が

さ
え
ず
り
舞
う
こ
の
季
節
。
コ
ロ
ナ
禍
の

マ
ス
ク
着
用
も
緩
和
さ
れ
、
リ
ズ
ム
運
動

な
ど
も
軽
や
か
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
号
で
は
令
和
６
年
度
通
常
総
会

の
報
告
、
ク
ラ
ブ
紹
介
、
他
面
で
は
「
ク

ラ
ブ
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
秘
訣
」
等

を
記
載
し
、
ま
た
今
春
開
催
し
た
熟
年
文

化
祭
や
合
唱
祭
の
模
様
も
掲
載
さ
れ
、
各

ク
ラ
ブ
で
の
活
動
の
参
考
に
本
誌
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

【
広
報
部
長
　
赤
羽
根
　
智
英
子
】

新
年
度
早
々
、
リ
ズ
ム
運
動
大
会
・

輪
投
げ
大
会
と
目
白
押
し
の
楽
し
く
活

動
的
な
行
事
を
数
多
く
計
画
中
で
す
。

日
頃
の
運
動
不
足
や
健
康
不
安
を
取
り

除
き
、
元
気
で
楽
し
い
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
願
い
、
日
々
活
動
に
力
を
入
れ

る
毎
日
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地

域
発
展
と
、
頑
張
り
を
心
強
く
感
じ
ま

す
。
地
域
の
子
ど
も
の
安
心
安
全
な
見

守
り
や
数
多
く
の
御
指
導
、
奉
仕
に
感

謝
し
一
人
ひ
と
り
の
力
が
大
き
く
広
が

り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
く
す
の
き
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
全

会
員
が
健
康
で
楽
し
い
一
年
間
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

�

【
広
報
副
部
長
　
橋
本
　
政
勝
】

編 

集 

後 

記

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
御
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧
の

御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

お問い合わせ先

シルバー人材センター  会員募集中 !!
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令和5年度 熟年文化祭令和5年度 熟年文化祭

第21回 合唱祭第21回 合唱祭

くすのき入賞者紹介　おめでとうございます！くすのき入賞者紹介　おめでとうございます！（敬称略）（敬称略）

2月14日（水）、15日（木）に総合文化センターにて、熟年
文化祭が盛大に開催されました。
今年は昨年に比べ、総出演者2057名、作品数935点と

出演・作品ともに2倍以上に増えました。見事な作品が所
狭しと飾られ、ホールでは華麗な舞や息の揃った合唱が会
場を盛り上げていました。また演目終了後は、穂高荘・塩沢
江戸川荘の宿泊券やお土産等が当たる「おたのしみ抽選
会」が行われ、大いに盛り上がりました。
また来年度も皆様の参加を心からお待ちしております。

第21回合唱祭が、3月2日（土）に総合文化セ
ンター大ホールにて開催されました。江戸川ギ
ター・マンドリンクラブの皆さんによる生演奏
にあわせて全3部、計2400人の朗らかな歌声が、
ホールに響きました。
会場ではミニコンサートも行われ、懐かしい曲

を楽しむ１日となり、アンコールもあり、大変盛

金
賞

◆
手
芸
の
部

佐
々
木
ミ
チ
エ
（
西
南
福
寿
会
）

◆
俳
句
の
部

河
合　

寿
子
（
白
寿
会
）

髙
橋　

俊
次
（
く
る
み
会
）�

◆
短
歌
の
部

幅　
　

美
隆
（
白
鷺
ク
ラ
ブ
）

関
口　
　

清
（
桑
川
五
月
会
）

銀
賞

◆
絵
画
の
部

小
林
と
し
子
（
下
鎌
田
長
寿
会
）

八
月
朔
日
公
子
（
司
親
和
会
）

◆
書
道
の
部

平
栗
美
智
代
（
下
鎌
田
長
寿
会
）

◆
手
芸
の
部

佐
藤　

禮
子
（
東
四
長
寿
会
）

森
井
ゆ
き
子
（
東
四
長
寿
会
）

小
金
澤
タ
ケ
子
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

藤
﨑　

カ
ノ
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

上
原
ア
キ
子
（
七
軒
こ
と
ぶ
き
会
）

◆
俳
句
の
部

藤
井
百
合
枝
（
西
葛
西
若
草
会
）

小
林　

文
良
（
く
る
み
会
）

◆
短
歌
の
部

笠
原　

栄
作
（
新
堀
延
寿
会
）

銅
賞

◆
絵
画
の
部

美
山　

孝
子
（
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ
）

鈴
木
美
智
子
（
鹿
島
み
ど
り
会
）

鎌
田　

一
枝
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

山
城
智
江
子
（
桑
住
ゆ
う
ゆ
う
）

広
瀬　

文
枝
（
空
気
を
み
る
か
い
）

渡
辺　

悦
子
（
空
気
を
み
る
か
い
）

◆
書
道
の
部

白
水
美
千
代
（
平
井
二
丁
目
福
寿
会
）

◆
手
芸
の
部

石
川
み
ち
江
（
さ
ざ
な
み
会
）

田
島
千
代
子
（
花
園
会
）

堀
口　

泰
子
（
一
之
江
こ
だ
ま
長
寿
会
）

小
山　

敬
子
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
若
竹
）

神
道　

恵
子
（
ろ
う
ク
ラ
ブ
）

◆
工
芸
の
部

黄　
　

己
順
（
韓
国
民
団
ク
ラ
ブ
）

◆
写
真
の
部

平　
　

一
雄
（
小
岩
東
部
長
寿
会
）

小
笠
原
多
加
男
（
神
明
長
生
会
）

感
動
賞

◆
絵
画
の
部

酒
井　

四
郎
（
上
一
色
南
部
親
交
会
）

花
上　

守
雄
（
小
岩
田
寿
会
）

宮
永　

博
次
（
桑
住
ゆ
う
ゆ
う
）

◆
書
道
の
部

平
栗
美
智
代
（
下
鎌
田
長
寿
会
）

◆
俳
句
の
部

塚
田　

俊
夫
（
司
親
和
会
）

児
玉
ス
ミ
子
（
九
十
九
会
）

平
木
整
之
助
（
巽
松
寿
会
）

壁
谷　

ユ
キ
（
く
る
み
会
）

況でした。
今年度の課題曲も近々配付されますので、次の開催に向けて皆さん
でまた練習しましょう！

♪５年ぶりに開催♪

令和6年（2024年）6月1日　（ 8 ）くすのきだより第145号


